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１  はじめに 

  近年、大学と地域との連携を深めながら、「学外」

におけるインターンシップやフィールドワーク実習

等を試みる事例が報告されるようになった。この背

景には、大学の「キャンパス」では体験しえない「現

場」感覚こそが重要であるという認識にくわえ、産

学官民による共同研究をつうじた、あらたな知的生

産の仕組みづくりへの関心の高まりがあると言える

だろう。社会調査や地域福祉等の分野での資格取得

と直結しているようなカリキュラム設計の場合には、

実習の目的や方法が明快であるという意味で、産学

官民の連携を想定したプログラムづくりは、相対的

に実現可能性が高いと思われる。また、都市計画や

地域開発といった、物理的な設計や計画策定に関わ

る分野であれば、図面や模型などによる実習の成果

物をイメージすることは比較的容易となる。 

  いっぽう、いわゆる人文・社会科学系の講義・演

習を、「学外」で実施しようとする際、その目的や方

法を明示することが難しい場合がある。実習をつう

じて、何らかの「目に見える」成果が期待される場

合には、さらに取り組むべき課題は多くなる。どれ

ほど学生にとって意義深い活動であったとしても、

産官民の支援を受けるためには、関わりをもつそれ

ぞれの主体や、地域コミュニティにとっての意味・

意義を、明示することが求められるからである。つ

まり、「学外」における実習環境は、学生たちにとっ

て安全で愉しい「学び」を前提としながら、さらに、

外部との連携や継続性、地域コミュニティをはじめ

とする関与者への成果の還元といった問題をもふく

むかたちでデザインすることが重要である。本論文

では、筆者が 2007 年度に実施した「中吊りギャラ

リー」の試みを事例に、地域コミュニティに密着し

た学習環境のデザインのあり方について論じる。 

 

２  地域コミュニティにおける実習環境のデザイン 

  筆者の研究室では、人びとの集う「場所」をテー

マに調査・研究をすすめている。とくに、地域コミ

ュニティのなかで創造性に富み、活気のある「場所

（グッド・プレイス）」（ハイデン, 2002; Oldenburg, 

1997）を成り立たせる要件を、コミュニケーション

論の観点から考察している。「場所」は、たんなる物

理的な環境ではなく、人と人との相互作用が前提と

なって生まれる。その意味で、「場所」はコミュニケ

ーションの問題としてアプローチする必要がある。

さらに、人びとが「場所」をどう理解するかは、個

人的な問題であると同時に、社会的な関係の理解、

環境との相互作用の所産として理解されるべきもの

である。こうした「場所」の問題を考えるために、

フィールドワークを中心的な活動に据えながら、直

接体験こそが「学び」の源泉であるという「体験学

習」の考え方（たとえば Kolb, 1984）にもとづいて、

学習環境やワークショップのデザインをすすめてき

た。 

  「学外」で実習をおこなう際には、下調べは最小

限にとどめ、いわゆる「よそ者」の目線で、あたら

しい地域の理解を創造するプログラムづくりをおこ

なっている（加藤, 2006a, 2006b）。フィールドワー

クに際しては、カメラ付きケータイをはじめとする

モバイル機器（GPS, ボイスレコーダー, 歩数計など）

を携行し、データ収集をすすめる。モバイル機器を

もちいたデータ獲得、加工、編集といった一連の流

れを学び、さらにネットワークを介して成果を公開

するといった側面は、情報教育や「メディアリテラ

シー」などの領域における実習として位置づけるこ

ともできるだろう。こうした実習を支援するため、

外部との連携や成果の還元について、その運用のモ

デルを検討し、試行した（図１参照）。 

 

2-1  フィールドの選定 

  フィールドワークの実習課題を設計する際、まず

は「現場」の安全性やアクセスの問題を考慮する必

要がある。さらに、学生たちの動機づけや進捗管理

のためには、ゆるやかな制約を与えることが重要だ

と言えるだろう。フィールドの選定もふくめ、調査

のデザインをすべて学生たちに委ねると、いささか

ならず散漫になってしまう。逆に、フィールドでの

ふるまいまでを事細かに決めてしまうと、あたらし

い発見や気づきの機会を逸するばかりでなく、学生

たちの動機づけにも影響がおよぶ。学生の自律性を

活かしながらも、ある程度の一貫性をもったフィー

ルドの理解が可能となるような現場の選定が望まし

い。 

  道路や鉄道は、地域や都市のイメージづくりに少

なからぬ影響をあたえている。時には、道路や鉄道

が「エッジ」（リンチ, 2007）となって、そのイメー

ジ（イメージ可能性）を分断することもあるが、「場

所」に対する親近感やアタッチメント（愛情・愛着）

は、おそらく、われわれが考えている以上にバスや

電車などの交通機関と関係していると考えられる。

なによりも、通勤や通学など、多くの人びとの毎日

の「足」として、日常生活にとけ込んでおり、われ

われが、毎日ながめている「あたりまえ」の風景は、

公共交通機関の路線と無縁ではないはずである。こ

うした認識にもとづくと、公共交通機関の路線をフ

ィールド選定に役立てることができる。 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2-2  データの収集と蓄積 

  フィールドワークには、フィールドノート（調査

日誌）が不可欠である。観察・記録の方法はさまざ

まなメディアの活用によってつねに変化しており、

従来型のメモやスケッチという方法にくわえて、最

近では、ウェブ日記やブログを活用して、フィール

ドノートを綴ることもある。 

  これまでは、収集された一連のデータを蓄積、参

照するための仕組みは、調査者が自分で調達し、メ

インテナンスまでおこなう必要があった。また、共

同研究などの場合には、複数の調査者どうしでデー

タを共有する必要があり、書式を統一したり、デー

タの保存形式を決めたりするのに、少なからぬエネ

ルギーと時間を投じることになる。だが、ここ数年

で身近になった、動画の投稿サイト、写真サイトな

どは、フィールドワークのデータベースとして活用

することができる。既存の仕組みを使うことができ

れば便利であるし、多くの人びとと調査の進捗や成

果を共有することもできる。 

 

2-3  成果の公開 

  産学連携という関係性の有無に関わらず、調査者

は、成果をまとめ、報告する責任を負う。とりわけ、

「学外」における活動の場合には、成果の公開につ

いて入念に計画しておくことが望ましい。データ収

集のために、歩き回っておきながら、その成果がど

こか他の場所で限定的に公開されているようでは、

不十分だと言わざるをえない。とくに、調査に際し

て協力を得た場合には、お礼の意味も含め、研究成

果を何らかのかたちで地域に還すことが、フィール

ドワーカーには求められる。つまり、地域コミュニ

ティは、フィールド調査にかぎらず、成果を公開し、

まさに調査対象となった地域に暮らす人びととのコ

ミュニケーションの「場」として位置づけることが

重要なのである。 

 

３  事例：「中吊りギャラリー」の試み 

3-1  “湘南”フィールドワーク 

  上述のモデルにもとづき、2007 年４月~６月下

旬にかけて、江ノ電 15 駅（藤沢~鎌倉  34 分）、湘

南モノレール８駅（大船~湘南江の島  15 分）の沿

線をフィールドとする調査を実施した。筆者の研究

室の学生 20 名ほどが、学期をつうじて取り組む課

題として参画した。江ノ電は海側から、そして湘南

モノレールは山側から“湘南”というエリアを際立

たせる。どこからどこまでが“湘南”かを規定する

ものではないが、調査対象となるエリアを、わかり

やすく理解することができる。いずれも比較的コン

パクトな路線であるため、フィールドワークを継続

的にすすめるのに適したスケールだったと言える。 

 

3-2  グループウェアとしての地域ポータル 

  今回の調査では、当時オープンしたばかりの「湘

南 Clip」という地域ポータルサイト（湘南密着型ポ

ータル）の活用を試みた。まずは、20 名ほどの学生

全員とともにユーザー登録をして、毎回のフィール

ドワークでの所感を綴ったり、写真を載せたりする

かたちで使ってみることにした。基本的な機能とし

て、日記（ブログ）とアルバムがあれば、フィール

ドワークの日誌として活用することができる。大ま

かなガイドラインとして、３か月ほどの調査期間中

（2007 年４月~７月初旬）に、少なくとも 10 本の

フィールドノートを書き、写真もできるかぎり載せ

るように指示した。各自が、フィールドワークに足

をはこぶたびに記事が更新されるので、調査の進捗

を確認するのにも役立った。 

  最近の地域ポータルは、ＳＮＳ（ソーシャルネッ

トワーキングサービス）の機能を備えていることが
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図１  産学連携によるフィールド調査のデザイン 



多いので、登録したメンバーどうしがお互いのフィ

ールド調査のプロセスを見ながら、すすめることが

できる。また、当然のことながら、コンテンツとし

て提供されているタウン情報や地図なども活用でき

る。さらに、一連の日誌等は公開されているので、

他のユーザーとのつながりが育まれることもある。

実際に、学生たちの書いた日誌に対して、見知らぬ

サイト利用者からコメントが書き込まれたりするこ

ともあった。ネットワークを介して育まれる人との

つながりは、「読者」を意識することの重要性を学ぶ

機会にもなる。 

  これは、グループで登録して、既存のサービスを

「私物化」するということではない。いま、さまざ

まなかたちで提供されている地域ポータルやサービ

スを、知っているどうしで使えば、簡便なグループ

ウェアになるということである。 

 

3-3  情報の編纂およびレイアウト 

  今回は、フィールドワークの成果を、中吊り広告

という紙媒体でまとめることにした。これまで、フ

ィールドワークの成果は、文書や写真、映像などを

もちいて報告することが多かったが、地域に暮らす

人びとを主たる「読者」として想定した際、ひとつ

の方法として中吊り広告がふさわしいと考えたから

である。 

  データの加工や編集に必要となる技術やスキルは、

それほど高度なものではない。学生たちに求められ

たのは、もっぱら情報の編集・編纂能力だと言える

だろう。中吊り広告という形式に統一することで、

平面的な表現にかぎられるが、ことば（コピー）の

重要性や情報の付置（レイアウト）という側面が際

立つことになる。学生たちは、３か月におよぶ調査

の経験を、B3 サイズ（364mm×515mm）の紙に凝

縮するという作業に取り組み、一人が２枚~３枚（複

数のデザインも可）を作成した。 

 

3-4  評価と再構成（2007 年６月 21 日） 

  一連のフィールド調査の仕組みづくりは、産学連

携の一環として実現した。各自がデザインをすすめ、

車両内での掲出開始の 2週間ほど前に、デザインの

講評会を開いた。共同研究先に全員で赴き、各自が

フィールドワークの概要と中吊りのデザインを発表

した。そこで、プロのコピーライターやデザイナー

から、アドバイスやコメントをもらい、各自の作業

をふり返るきっかけづくりになるような「場」づく

りを試みた。 

  後述するが、産学連携という関係性については、

事前に周到に調整をしておいた。つまり、プロ（＝

この場合、研究費を負担している主体）のコメント

は、あくまでも「もうひとつの可能性」であること

を周知し、学生たちのアイデアやデザイン案は、極

力尊重するように促した。同時に、いわゆる「アリ

バイ」づくりのように、形式的な報告会に終わらせ

ることなく、企業、大学の双方が、共同でプロジェ

クトを運営することの意味を確認する「場」として

講評会を位置づけた。学生たちは、アドバイス等を

ふまえてデザインを再構成し、最終版を仕上げた。 

 

3-5  中吊り広告の掲出（2007 年７月９日~20 日） 

  「学外」において学ぶことの意味は、日頃、慣れ

親しんだ「キャンパス」を離れ、地域を理解し、願

わくば地域のためになるような活動を実践すること

である。われわれは、そのひとつの方法として、電

車の車両を成果報告の「場」として考えてみた。つ

まり、フィールドワークの対象となった沿線に暮ら

し、毎日の「足」として、通学・通勤に、そして日々

の移動手段に電車を利用する人びとこそが、われわ

れの報告書の主たる「読者」であると想定したので

ある。最終的には 33 種類の中吊り広告が完成し、

2007 年７月９日~20 日にかけて、江ノ電の車両内

に掲出された。各車両に２枚ずつ、全 28 車両分の

スペースを確保していたので、一部のデザインにつ

いては複数枚を印刷し、合計で 56 枚の調査報告書

が、車内に並ぶこととなった。 

  実際に車内に掲出されると、他の広告のなかにご

く自然にとけ込み、非常に興味ぶかい成果報告の「場」

が生まれた。それぞれの中吊り広告には、固有の２

次元バーコードを載せ、カメラ付きケータイと紙媒

体とのコンタクトについても、併せて実験をおこな

った。 

 

 
 
図２  江ノ電車内に掲出されたフィールド調査の報告書

（2007 年７月） 

 

４  考察：産学連携という関係性を再考する 

  まだ発展途上ではあるが、今回の試みに際して考

案、試行したフィールド調査の設計は、大学と企業、

大学と地域との関係性を再考するよいきっかけとな

った。以下では、とくに産学連携という関係性のあ

りようについて考察しておきたい。 

  すでに述べたように、「中吊りギャラリー」の試み

は、企業との共同研究の一環として実施した。当然

のことながら、企業と大学は、ことなる性質をもつ。

「中吊りギャラリー」というプロジェクトを実施す

る意義や、成果の公開等については、それぞれの要

求水準をすり合わせておく必要があった。大学とし

ては、とくに「学外」での実習を志向する場合には、

研究費の獲得は急務であるものの、活動の内容や方

法についてはできるかぎり自律性を確保しておきた



かった。企業としては、研究費を負担する以上は、

相応のアウトプットを要求することになる。今回は、

共同研究の意味・意義について、事前に入念な打ち

合わせをくり返した。そのプロセスのなかで、産学

連携におけるあたらしいパートナーシップのあり方

を模索すること自体を、お互いの課題として検討す

るという問題意識を共有するにいたった。こうした

調整作業を事前におこなったことで、ゆるやかな制

約のもとで、フィールドワークの実習を実現するこ

とができた。今回の研究成果をなんらかのビジネス

へと展開する際には、企業の営みとしてすすめれば

よいし、調査研究に関わる部分は、大学の研究室の

領分だという理解である。それを前提に、双方で、

なんらかの「地域貢献」の仕組みづくりを提案、試

行することを目指してプロジェクトを推進した。 

  本論文で紹介した取り組みは、すぐさま一般化に

結びつくものではないが、外部との連携において、

どのような関係性を築くかが、調査のプロセス、ひ

いては成果のクオリティにも影響をおよぼしうる点

にあらためて気づかせてくれた。 

 

５  おわりに 

  江ノ電で実施した「中吊りギャラリー」の成果を

ふまえ、同様の運用モデルを想定しながら、さらに

函館市（北海道）においてもフィールド調査を実施

した。まず、調査対象となるエリアを函館市電沿線

に定め、フィールドワークを計画した。調査期間や

方法はことなるが、途中段階での講評会の開催、中

吊り広告の作成など、江ノ電での試行と同じプロセ

スを経て、2007年 11月 19日~12月２日にかけて、

函館市電の車両内に函館での調査結果を掲出した

（詳細はウェブサイトを参照）。 

  「学外」に学習環境を設けるということは、安易

に考えるべきではないことを、一連の実践をつうじ

て考えさせられた。重要だと思われるのは、フィー

ルドワーカーの責任をもう一度問い直すという点で

ある。また、「学外」での思考と実践があったからこ

そ、われわれになじみ深い「キャンパス」や「教室」

が、じつに安全に、巧みに組織化されていることを

再度確認できた。地域コミュニティで学ぶからには、

その成果は地域に還されるべきであるし、継続性や

活動の拡がりを想定したプログラム設計をおこなう

ことで、地域とのあたらしい関係性を醸成すること

が望ましい。「学外」での活動が、「キャンパス」で

の活動と相補的な関係に位置づけられるとき、われ

われは、「内」と「外」を行き来することをつうじて、

「創発する学び」の機会に出会うはずである。 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